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平
成
25
年
度
の
研
修
で

は
、①
支
援
員
と
し
て
の

基
本
的
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
る
「
基
礎
研
修
」、②

実
践
力
の
向
上
を
ね
ら
い

と
す
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
研
修
」、③
生
活
保
護
や

精
神
障
が
い
な
ど
、各
分

野
に
お
け
る
知
識
を
学
ぶ

「
分
野
別
研
修
&
情
報
交

換
会
」、④
災
害
公
営
住
宅

で
の
支
援
の
あ
り
方
を
学

ぶ
「
災
害
公
営
住
宅
へ
の

移
行
対
策
研
修
」と
い
っ

た
、４
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、今
年
度
は
研

修
の
な
か
で
、本
紙
「
月

刊
地
域
支
え
合
い
情
報
」

の
活
用
方
法
も
紹
介
。本

紙
で
得
た
地
域
の
取
り
組

み
を
、あ
な
た
の
地
域
で

ど
う
生
か
す
か
に
つ
い

て
、解
説
し
ま
す
。

被
災
地
に
新
た
に
生

ま
れ
た
支
援
員
は
、被
災

地
の
未
来
を
支
え
る「
財

産
」で
す
。今
皆
さ
ん
が

行
っ
て
い
る
活
動
が
自

治
体
行
政
の
な
か
で
明

確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、地
域
の
人
び

と
の
支
え
合
い
の
拠
点

と
し
て
、サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
活
動
拠

点
が
地
域
の
な
か
で
役

割
を
担
う
こ
と
が
、復
興

を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

１
で
述
べ
た
O
J
T
を
含
め
、
支
援

員
へ
の
日
常
的
・
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
た
め
の
体
制
、
特
に
管
理
職

へ
の
研
修
や
支
援
も
重
要
で
す
。

　

宮
城
県
の
一
部
の
自
治
体
で
は
、
自

治
体
の
意
向
も
あ
り
、
支
援
員
だ
け
で

な
く
、
民
生
児
童
委
員
、
自
治
会
長
な

ど
を
対
象
に
合
同
で
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
互
の
役
割
理
解

を
深
め
、
連
携
を
図
る
う
え
で
有
効
だ

と
言
え
ま
す
。

　

職
場
を
超
え
た
相
互
の
交
流
・
情
報

交
換
の
場
づ
く
り
は
、
支
援
機
関
の
重

要
な
役
割
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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平
成
24
年
度
厚
生
労
働
省
老
人
保
健
事
業
推

進
費
等
補
助
金
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業

「
震
災
被
災
地
に
お
け
る
要
援
護
者
へ
の
個

別
・
地
域
支
援
の
実
践
的
研
究
」
報
告
書
よ

り
一
部
抜
粋

平成 25 年度 被災者支援従事者研修 研修体系
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い
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
災
害
時
に
散

歩
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
な
ん
て

…
…
」
と
、
周
り
の
人
に
思
わ

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
本
人

が
控
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
族
が
周
囲
の
目
を

気
に
し
て
控
え
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
「
遠
慮
さ
せ
る
」
環
境

も
問
題
な
の
で
す
。

Ｑ：環
境
で
は
、「
人
的
な
環
境
」

の
影
響
も
大
き
い
の
で
す
ね
？

環
境
の
影
響
に
は
、
周
囲
の

道
や
家
の
入
口
の
段
差
が
危
な

く
て
歩
け
な
い
、
仮
設
住
宅
内

が
狭
い
な
ど
の
、「
物
的
環
境
」

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

「
人
」
の
接
し
方
や
態
度
、
す

な
わ
ち
「
人
的
環
境
」
も
大
事

で
す
。
近
く
に
友
人
が
い
な
い

の
で
散
歩
し
な
く
な
っ
た
、
な

ど
で
す
。

支
援
の
仕
方
も
大
き
な
問
題

で
す
。
支
援
者
が
、「
や
っ
て

あ
げ
る
の
が
よ
い
こ
と
だ
」
と

思
っ
て
、「
上
げ
膳
据
え
膳
」で
、

本
人
の
や
れ
る
こ
と
、
や
り
た

い
こ
と
ま
で
や
っ
て
あ
げ
て
し

Ｑ
：
災
害
の
あ
と
に
生
活
不

活
発
病
に
な
る
の
は
、
仕
方

の
な
い
こ
と
で
す
か
？

い
い
え
、
本
当
は
防
げ
る

は
ず
の
も
の
で
す
。

た
だ
、
災
害
時
に
は
、「
生

活
が
不
活
発
」
に
な
る
、
す

な
わ
ち
「
動
き
た
く
て
も
動

け
な
い
」
理
由
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
そ
れ
を

積
極
的
に
「
予
防
」
す
る
取

り
組
み
が
大
事
な
の
で
す
。

Ｑ
：
災
害
時
に「
生
活
が
不

活
発
」
に
な
る
一
番
の
原
因

は
？

前
号
で
ご
紹
介
し
た
調
査

で
も
「
す
る
こ
と
が
な
い
」

が
一
番
の
原
因
で
し
た
。

「
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
は
、

災
害
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
行
っ

て
い
た
仕
事
、
家
事
、
趣
味
、

ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
で
の
つ
き

合
い
や
行
事
が
な
く
な
る
こ

と
で
す
。

こ
れ
は
「
社
会
参
加
」
の
低

下
で
す
。
家
庭
で
の
役
割
の
減

少
も
含
ま
れ
ま
す
。

災
害
時
の
生
活
不
活
発
病
を

起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
図
に
示

し
ま
す
。
大
き
な
原
因
と
し

て
、「
す
る
こ
と
が
な
い
」「
遠

慮
」「
環
境
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
図
の
矢
印
で

示
し
た
よ
う
に
、
互
い
に
関
係

し
合
っ
て
い
ま
す
。

「
す
る
こ
と
が
な
い
」
の
で

「
動
か
な
い
」
こ
と
は
一
番
大

事
な
の
で
、
太
い
矢
印
で
示
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
：
遠
慮
す
る
本
人
が
よ
く
な

い
の
で
す
か
？

「
遠
慮
」
は
本
人
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
社
会
常
識
（
社

会
通
念
）
が
大
き
く
影
響
し
て

ま
う
こ
と
の
影
響
も
大
き
い
の

で
す
。

こ
の
よ
う
な
「
人
の
態
度
」

は
、「
遠
慮
」
を
生
む
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
予
防
や
改
善
の
た
め
に
は

「
す
る
こ
と
が
あ
る
環
境
を
つ

く
る
支
援
」
が
大
事
な
の
で
す

ね
？そ

う
で
す
。地
域
の
な
か
で
、

高
齢
者
ご
自
身
の
智
恵
や
能
力

を
生
か
せ
る
、「
す
る
こ
と
が

多
い
環
境
」
を
つ
く
る
工
夫
が

必
要
で
す
。
こ
の
観
点
を
ま
ち

づ
く
り
に
も
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

防ごう! 生活不活発病
第2回　「することが多い」環境づくりが大事
大川 弥生（おおかわ やよい）
国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 　 医 師

[ プロフィール ]　宮城県生活不活発病予
防アドバイザー。新潟県中越地震以来、
各種災害で現地活動や実態把握を実施。
東日本大震災でも発生直後から現在まで、
行政への助言指導から住民への指導まで、
幅広い支援活動を継続中。生活不活発病
研究の第一人者。現在、厚労省社会保障
審議会生活機能分類専門委員会委員長。
中央防災会議専門委員等を歴任

新刊『「動かない」と人は病む ～
生活不活発病とは何か～』（講談
社現代新書） 定価：７６０円（税込）

災害時に「生活の不活性化」を生む原因とそれらの相互関係
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分野別研修Ⅰ
震災後の子ども・家族へのサポートと

支援における「つなぎ方」について学ぶ

【石巻会場】① 6 月 26 日（水）・② 7 月１日（月）明友館（石巻市）
【仙台会場】7 月 2 日（火）仙台市戦災復興記念館
【気仙沼会場】７月 17 日（水）宮城県気仙沼保健福祉事務所

宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚 　南三陸町 
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

　東日本大震災があって、私の人生も予想しなかった展開をみせ
ました。兵庫の地で長年生きてきた自分が、毎月こうして宮城の
地でさまざまな出会いを経験しています。これまでの仕事の経験
を生かす形で、復興支援にかかわることができます。
　長年勤めた以前の職場でのパワーハラスメントの体験、毎日死
を考えた人生最大のピンチ。その後の大病、早期退職。四国霊場
八十八か寺の一人歩き遍路での体験と気づき。
　あとになって気づくことは、あのときのつらい経験、無駄なよ
うなことが、実はとても大きな意味があった、あの経験があった
から、今の自分があるのだと……。
　震災による大きな喪失、苦難を経験された人の気持ちは、経験
したことのない人間には、到底わからないものだと思います。し
かし、自分のつらかった経験や思いを振り返ることで、被災した

人の気持ちに少しは近づくことができます。人生のさまざまな苦
難や喪失を経験したからこそ、人の悲しみを思いやり、共感でき
るのではないでしょうか。
　苦難の最中には到底受け入れられないことが、時間が経つこと
で少しずつ受け入ることができ、そのことの意味が見えてくるこ
とがあります。過去の経験や思いが、その後の人生や生き方にど
こかでみんなつながっていると感じます。
　人生に無駄なことはないな、回り道にも意味があるんだな～と
思っています。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。

最近、私のサポートセンター行脚が少なくなりました。この
ことは、当支援事務所の今年の重点事業と関係しています。
重点事業の一つに各サポートセンターへのヒアリングがあり
ます。震災後から時間を経て、仮設での避難生活も長期化の
様相を深めることで、被災者支援に日々精力的にかかわる多
くの従事者の声を聴きつつ、今支援活動になにが必要かを従
事する人たちに丁寧な聞き取りを行うことで、復興に向けた
支援活動の充実を目指しているところです。
ヒアリングには、当支援事務所で登用している社会福祉士
が活躍しています。皆、私のような強面ではないので（一人、
顔が大きく、天然パーマのオジサンがいますが…）、丁寧なヒ
アリングが可能です。あるとき、某サポセンの管理者から、
私のヒアリングではダメ！　と強く拒絶されました。普通なら、
私も怒るはずですが、理由を聞いて納得しました。　
人の話を丁寧にじっくりと聴くことができる人が最適なよう
で、「たとえば当支援事務所のアドバイザーのＨさんがいい」
と言われると反論ができませんでした。見た目もソフト、柔ら
かい関西弁、粘り強い物腰、私にはありません。よって、サ

ポセン行脚に出向くことが減ってきました。
その一方で増えている機会があります。虐待対応などのケ
ア会議への参加です。この会議は被災地に限った話ではなく、
全県的に求められていると思います。被災地でも復興後、地
域移行した際にも関係してくると思いますが、「孤立」「無縁
社会」というキーワードが、被災地には無用であってほしいと
思うし、そのためになにを今から為すべきか、と会議のなか
で想いを巡らせています。
虐待の相談は重く、深刻です。行政の担当者のつらそうな
顔と向かい合うにつけ、時に辛口になる自分に、これが私の
役回りと言い聞かせています。相談内容が内容だけに、どう
してもきつい口調になってしまいます。
さて、ヒアリングの得意なＨさん、奥さんとの対話も日々丁
寧ですか？　質問の答えは珍しく「……。」でした。どんな人
も完璧ではない、と安心しました。私はどうか？　と言われ
ても、Ｈさんよりマシな訳がないでしょうがッ！！

浜上章からのメッセージ（ひとりごと）は、被災地にかかわるなかで日々思い、感じたことを思いつくまま表現し、書いたものです。
サポーターの皆さんに少しでもお役に立つことがあればうれしいです。

“無駄なこと？”　回り道にも意味がある
ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！
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月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 10号

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「住民が考える課題と支援」

編 集 後 記
私たち自身も皆さんの活動を支える資源の一つだと思っています。情報を伝えるだけの
一方通行ではなく、皆さんの疑問や悩みの解決方法を一緒に考え、一緒に前進していきた
いと思っています。本紙をとおして、皆さんの暮らしがキラキラ輝き続けるよう、全力で
応援します！（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

9 号を読んで…
毎号楽しみに読んでいます。こういった支援は専門家がやるものとば
かり思っていましたが、本紙を読み、私にもなにかできるのではない
かと、支援というものが難しいものではなく、実は身近なものなので
はないかと感じるようになりました。（岩沼市・S さん）

生きがい仕事

それぞれの仕事がもつ意味

子どもの笑顔
　　あふれる場所

駄菓子屋「まがりかど」（宮城県女川町）
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宮
城
県
女
川
町
清
水
地
区
。
東
日
本

大
震
災
の
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
、
辺
り
は
い
ま
だ
復
興
作
業
の
ト

ラ
ッ
ク
が
行
き
か
っ
て
い
る
。
そ
の
一

画
に
建
っ
て
い
る
の
が
駄
菓
子
屋
「
ま

が
り
か
ど
」
だ
。
ま
が
り
か
ど
は
、
コ

ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
用
い
た
仮
設
店
舗

で
、
２
０
１
２
年
の
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
が
な
い
た
め
、

家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
傾

向
だ
っ
た
。「
震
災
で
遊
び
場
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
た

く
て
始
め
た
」
と
、
店
主
の
新に

い
づ
ま妻
久
美

さ
ん
は
話
す
。
こ
れ
ま
で
店
を
営
ん
だ

経
験
は
な
か
っ
た
新
妻
さ
ん
に
と
っ
て
、

は
じ
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
。

　

店
内
に
は
昔
な
つ
か
し
い
駄
菓
子
が

た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い
る
。
火
曜
日
以

外
の
営
業
で
、
週
末
に
は
近
く
の
仮
設

住
宅
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

訪
れ
る
。
な
か
に
は
朝
か
ら
お
店
の
開

店
を
待
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。
ま

た
、
パ
ン
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
食

料
品
、
た
ば
こ
な
ど
も
取
り
扱
っ
て

い
る
た
め
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
な
っ
て

い
る
。
近
く
に
は
買
い
物
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
少
な
い
た
め
、
周
辺
の
住

民
や
復
興
関
連
の
人
た
ち
も
頻
繁
に

利
用
し
て
お
り
、
ま
が
り
か
ど
が

あ
っ
て
助
か
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ

て
い
る
。

　

お
店
を
始
め
た
頃
は
、
子
ど
も
た

ち
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
返
事
が
返

な
か
っ
た
と
い
う
が
、
続
け
る
う
ち

に
少
し
ず
つ
返
事
が
返
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
今
で
は
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
し
て
く
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い

う
。「
学
校
で
の
出
来
ご
と
や
何
気

な
い
会
話
が
で
き
て
毎
日
楽
し
い
で

す
。
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
」
と

新
妻
さ
ん
は
話
す
。

　

復
興
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
女

川
町
、
そ
の
な
か
で
「
ま
が
り
か
ど
」

は
子
ど
も
や
大
人
の
大
事
な
居
場
所

と
し
て
根
づ
こ
う
と
し
い
て
い
る
。

コンテナを用いた仮設店舗

店主の新妻さん（左）と店内の様子森

宮城県
女川町


